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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収容領域と、前記収容領域上に配置された接着層と、前記接着層上に配置された保護フ
ィルムとを有する内面及び／又は外面を備えるタイヤであって、前記接着層の組成物は、
エラストマーブロック単位の全てに対して、１０％を超えるジエン単位のモル含有量を有
するジエンエラストマーブロックを含むブロック熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）に基づ
いている、タイヤ。
【請求項２】
　前記エラストマーブロック単位の全てに対する、前記接着層の前記組成物の前記エラス
トマーブロックのジエン単位の前記モル含有量が、５０％よりも大きい、請求項１に記載
のタイヤ。
【請求項３】
　前記エラストマーブロックの前記ジエンが、Ｃ４～Ｃ１２の共役ジエンから選択される
、請求項１及び２のいずれかに記載のタイヤ。
【請求項４】
　前記エラストマーブロックが、相互に又は８～２０の炭素原子を有する１又は２以上の
ビニル芳香族化合物と共役した１又は２以上のジエンの共重合によって得られたコポリマ
ーである、請求項１～３のいずれかに記載のタイヤ。
【請求項５】
　前記エラストマーブロックの前記ジエンが、ブタジエン、イソプレン、及びそれらの混
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合物から成る群から選択される、請求項１～４のいずれかに記載のタイヤ。
【請求項６】
　前記接着層の前記組成物の前記ブロック熱可塑性エラストマーの前記熱可塑性ブロック
が、ポリアミドブロック、ポリエステルブロック、及びスチレンブロックの群から選択さ
れる、請求項１～５のいずれかに記載のタイヤ。
【請求項７】
　前記接着層の前記組成物の前記ブロック熱可塑性エラストマーの前記熱可塑性ブロック
が、スチレンブロックである、請求項６に記載のタイヤ。
【請求項８】
　前記ブロック熱可塑性エラストマーが、スチレン／イソプレンブロックコポリマーから
成る群から選択される、請求項７に記載のタイヤ。
【請求項９】
　前記保護フィルムが、前記接着層からの前記フィルムの剥離力が２０℃にて１Ｎ／ｍｍ
未満であるように選択された熱可塑性フィルムである、請求項１～８のいずれかに記載の
タイヤ。
【請求項１０】
　前記保護フィルムが、ポリエステル、ポリアミド、及び少なくとも１つのフルオロポリ
マーを含むフィルムから成る群から選択される、請求項９に記載のタイヤ。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれかに記載のタイヤ表面に固定されることになる要素であって、
前記要素が、付着層を備え、前記付着層の組成物は、ブロック熱可塑性エラストマーに基
づき、前記ブロック熱可塑性エラストマーの熱可塑性ブロックは、前記タイヤの前記収容
領域の前記接着層の前記組成物のブロック熱可塑性エラストマーの熱可塑性ブロックと同
じ性質である、要素。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれかに記載のタイヤと請求項１１に記載の要素との組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タイヤに関し、より具体的には、タイヤの内面及び／又は外面に固定される
要素、例えば電子要素を受け取る準備ができているタイヤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　走行車両のタイヤを監視するシステム（タイヤ空気圧監視システム又はＴＰＭＳ）の最
近の開発は、物体をタイヤの表面に迅速かつ永続的に取り付ける困難性によって制限され
ている。
【０００３】
　米国特許出願公開第２０１２／０２４８２７４号明細書では、収容領域を有する内面及
び／又は外面と、この収容領域上に配置された接着層と、接着層上に配置された保護フィ
ルムとを備えるタイヤが提案されており、接着層は、熱可塑性材料内に埋め込まれたファ
ブリックで構成される。保護フィルムを接着層の表面から除去した後、タイヤの収容領域
の接着層及び要素の付着層は接触状態になる。ファブリックの存在により、タイヤ加硫中
にタイヤの表面に対する接着層の安定した付着が保証される。また、要素の付着層は、熱
可塑性材料から成り、タイヤの表面に対する要素の可逆的な付着は、加熱による軟化の後
で２つの層、すなわち接着層及び付着層を接触状態にすることで保証される。
【０００４】
　上記の明細書には使用できる熱可塑性材料の性質に関する記載がない。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の主題は、接着層の組成物が、エラストマーブロック単位の全てに対して、１０
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％を超えるジエン単位のモル含有量を有するジエンエラストマーブロックを含むブロック
熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）に基づいているようなタイヤである。
【０００６】
　このような接着層の使用は、ジエンエラストマー内に存在する二重結合の存在により、
タイヤ加硫中に接着層及びタイヤの内面又は外面のゴム材料の架橋を可能にするという利
点を有する。従って、接着層は、架橋によってタイヤの表面に安定かつ永続的に結合され
、ファブリックが不用になる。
【０００７】
　本発明の別の主題は、タイヤの表面に固定されることになる要素であって、この要素は
、付着層を備え、付着層の組成物は、ブロック熱可塑性エラストマーに基づいており、接
着層及び付着層の軟化温度を上回る温度での接合後の剥離力は、６０℃で２Ｎ／ｍｍより
も大きい。
【０００８】
　好ましい実施形態によれば、付着層の熱可塑性エラストマーの熱可塑性ブロックは、タ
イヤの収容領域の接着層の組成物のブロック熱可塑性エラストマーの熱可塑性ブロックと
同じ性質である。
【０００９】
　さらに、より好ましい実施形態によれば、付着層のＴＰＥは、接着層のＴＰＥと同一で
ある。
【００１０】
　このように開発された接着結合による解決策は、環境にやさしく、不可逆的化学架橋を
使用しない。
【００１１】
　さらに、加硫後の付着に起因して、この付着方法は、要素の幾何学的形状及び機能に関
して高い自由度を提供する。
【００１２】
　要素は、電子機器を収容することができるケーシングとすることができる。
【００１３】
　また、要素は、電子機器とすることができる。
【００１４】
　要素は、特にマーキング又は装飾とすることもできる。
【００１５】
　本発明の別の主題は、付着層に結合された接着層によって表面に付着された要素を有す
るタイヤを含む組立体である。
【００１６】
　本発明の別の主題は、付着層を有する要素を、収容領域上に配置された保護フィルムに
よって保護された接着層を有するタイヤ表面に付着させる方法であって、
－保護膜の全部又は一部を除去するステップと、
－上記接着層及び上記付着層を、上記ブロック熱可塑性エラストマーの軟化点つまりＴｇ
（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）よりも高い温度にするステップと、
－付着層及び接着層を、圧力を付与することで接触させるステップと、
を含む方法である。
【００１７】
　また、要素は、非常に迅速かつ簡単に付着される。付着は、接着層及び付着層の温度が
ＴＰＥの軟化点つまりＴｇ（（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）以下に戻るとすぐに有効に
なり耐久性がある。また、付着は、完全に可逆的であるという利点を有する。
【００１８】
　本発明の追加要素は、非限定的な添付図面を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】



(4) JP 6640228 B2 2020.2.5

10

20

30

40

50

【図１】本発明の１つの実施形態による、極めて概略的なタイヤの半径断面を示す（特定
の縮尺に忠実ではない）。
【図２】本発明の１つの実施形態による、半径方向断面でのタイヤブランクを示す。
【図３】付着層を有する要素を示す。
【図４】タイヤの表面に付着された要素を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本説明において、別段の明示的な指示がない限り、示される全ての百分率（％）は重量
％である。
【００２１】
　「１つの（one）」又は「１つ（ａ）」は、「１又は２以上」を意味することが意図さ
れ、例示的に、「１つの熱可塑性エラストマー」は「１又は２以上の熱可塑性エラストマ
ー」と同等である。
【００２２】
　さらに、表現「ａとｂとの間」で示される値の何らかの間隔は、ａより大きくからｂよ
りも小さいまでに至る値の範囲を表し（すなわち、限界値ａ及びｂを除く）、一方、表現
「ａからｂ」で示される値の何らかの間隔は、ａからｂまでに至る値の範囲（すなわち、
厳密な限界値ａ及びｂを含む）を意味する。
【００２３】
　本発明の詳細は、最初に、本発明の主題の１つによるタイヤの特定の構成要素を説明し
、次に、実行したタイヤの製造方法及び特性評価試験を説明する。
【００２４】
　本発明によるタイヤは、タイヤ表面の所定の収容領域に本質的な特徴を有し、接着層は
、以下に定義されるような保護フィルムによって保護された熱可塑性エラストマーを備え
る。
【００２５】
熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）
　熱可塑性エラストマー（「ＴＰＥ」と略す）は、熱可塑性ポリマーとエラストマーとの
中間の構造を有する。これらは、可撓性エラストマーブロックによって結合された硬質熱
可塑性ブロックで構成されたブロックコポリマーである。
【００２６】
　本発明の実施に使用される熱可塑性エラストマーは、ブロックコポリマーであり、ブロ
ックコポリマーの熱可塑性ブロック及びエラストマーブロックの化学的性質は様々とする
ことができる。
【００２７】
ＴＰＥの構造
　ＴＰＥの数平均分子量（Ｍｎと表示）は、好ましくは５０００００ｇ／ｍｏｌ未満、よ
り好ましくは４０００００ｇ／ｍｏｌ未満である。これは、Ｍｎが大きすぎると要素の接
着結合又はＴＰＥの使用に好ましくない影響を及ぼす場合があるからである。最小値に関
して、小さなＭｎ重量（３００００ｇ／ｍｏｌ未満）の存在がセンサの接着結合に好まし
いことが観察された。これは、分子量Ｍｎの広域分布を有するＴＰＥによって、又は適切
な分子量の複数のＴＰＥを混合することによって得ることができる。
【００２８】
　ＴＰＥエラストマーの数平均分子量（Ｍｎ）は、サイズ排除クロマトグラフィ（ＳＥＣ
）によって公知の方法で測定される。例えば、スチレン熱可塑性エラストマーの場合、試
料をテトラヒドロフラン中に約１ｇ／ｌの濃度で予め溶解させ、その後、溶液を、注入前
に０．４５μｍの多孔度を有するフィルターを通して濾過する。使用した装置は、Ｗａｔ
ｅｒｓ　Ａｌｌｉａｎｃｅクロマトグラフラインである。溶出溶媒は、テトラヒドロフラ
ンであり、流速は、０．７ｍｌ／ｍｉｎであり、システムの温度は、３５℃であり、分析
時間は、９０分である。Ｓｔｙｒａｇｅｌの商品名（ＨＭＷ７、ＨＭＷ６Ｅ、及び２つの
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ＨＴ６Ｅ）の直列の４つのＷａｔｅｒｓカラムのセットを使用した。ポリマー試料の溶液
の注入量は１００μｌである。検出器は、Ｗａｔｅｒｓ２４１０示差屈折計であり、クロ
マトグラフィーデータを利用する関連ソフトウェアは、Ｗａｔｅｒｓ　Ｍｉｌｌｅｎｎｉ
ｕｍシステムである。計算された平均モル質量は、ポリスチレン標準で生成された較正曲
線に対するものである。条件は、当業者により調整することができる。
【００２９】
　ＴＰＥは、本質的にエラストマー性及び熱可塑性であるために、エラストマーブロック
又は熱可塑性ブロックに特有の特性を保持するために十分に非相溶性である（すなわち、
それぞれの重量、それぞれの極性、又はそれぞれのＴｇ値の結果として異なる）ブロック
で構成される必要がある。
【００３０】
　ＴＰＥは、少数のブロック（５未満、典型的には２又は３）のコポリマーとすることが
でき、この場合、これらのブロックは、好ましくは１５，０００ｇ／ｍｏｌよりも大きな
高重量を有する。これらのＴＰＥは、例えば、熱可塑性ブロック及びエラストマーブロッ
クを含むジブロックコポリマーと、軟質セグメントにより結合された２つの硬質セグメン
トを有するトリブロックコポリマーとの混合物とすることができる。これらの混合物は、
大部分がジブロック又はトリブロックとすることができる。通常、６０％と８０％との間
のトリブロック含有量を有することが可能である。硬質セグメント及び軟質セグメントは
、直線的に、もしくは星形構成又は分枝形構成で配置することができる。典型的には、こ
れらのセグメント又はブロックの各々は、５より多い、一般に１０より多いベース単位（
例えば、スチレン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマーの場合にはスチレン単位及
びブタジエン単位）を含むことが多い。
【００３１】
　また、ＴＰＥは、多数のより小さいブロック（３０より多い、典型的には５０～５００
）を含むことができ、その場合、これらのブロックは、好ましくは小さな重量、例えば、
５００～５０００ｇ／ｍｏｌを有し、これらのＴＰＥは、その後、マルチブロックＴＰＥ
と呼ばれることになり、エラストマーブロック／熱可塑性ブロックシリーズである。
【００３２】
　第１の変形例によれば、ＴＰＥは、線形の形態である。例えば、ＴＰＥは、ジブロック
コポリマー：熱可塑性ブロック／エラストマーブロック、及びトリブロックコポリマー：
熱可塑性ブロック／エラストマーブロック／熱可塑性ブロック、すなわち、中央エラスト
マーブロック、及びエラストマーブロックの２つの端部の２つの末端熱可塑性ブロックの
混合物である。同様に、マルチブロックＴＰＥは、線形の一連のエラストマーブロック／
熱可塑性ブロックとすることができる。この変形例によるＴＰＥは、要素の良好な接着に
好ましい。
【００３３】
　本発明の別の変形例によれば、本発明の前提条件として使用されるＴＰＥは、少なくと
も３つの分岐を備える星形分岐の形態である。従って、例えば、ＴＰＥは、少なくとも３
つの分岐を備える星形分岐エラストマーブロック、及びエラストマーブロックの分岐の各
々の端部に位置する熱可塑性ブロックで構成することができる。中央エラストマーの分岐
の数は、例えば、３～１２、好ましくは３～６といった様々とすることができる。このＴ
ＰＥの変形例は、耐熱性に優れている。
【００３４】
　本発明の別の代替形態によれば、ＴＰＥは、分岐又はデンドリマの形態で提供される。
従って、ＴＰＥは、分枝又はデンドリマエラストマーブロック、及びデンドリマエラスト
マーブロックの分枝の端部に位置する熱可塑性ブロックで構成することができる。
【００３５】
エラストマーブロックの性質
　本発明の前提条件として使用されるＴＰＥのエラストマーブロックは、当業者に公知の
何らかの不飽和ジエンエラストマーとすることができる。これらのエラストマーブロック
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は、一般に、２５℃未満、好ましくは１０℃未満、より好ましくは０℃未満、非常に好ま
しくは－１０℃未満のＴｇを有する。また、好ましくは、ＴＰＥのエラストマーブロック
Ｔｇは、－１００℃よりも大きい。
【００３６】
　「ジエン」エラストマー（又は、ゴム、同義的に使用される用語）は、既知の意味では
、少なくとも部分的にジエンモノマー単位（２つの共役型又は非共役型炭素－炭素二重結
合を担持するモノマー）から成る１つの（又は複数の）エラストマー（すなわち、ホモポ
リマー又はコポリマー）として理解されたい。
【００３７】
　これらのジエンエラストマーは、２つのカテゴリ、すなわち「不飽和」又は「飽和」に
分類することができる。「本質的に不飽和」は、一般的に、不飽和状態の、つまり、１０
％（ｍｏｌ％）よりも多いジエン起源（共役ジエン）不飽和又は単位含有量を有する共役
ジエンモノマーから少なくとも部分的に由来するジエンエラストマーを意味することが意
図されるので、ブチルゴムなどのジエンエラストマーは、上記の定義に該当せず、特に「
飽和」ジエンエラストマー（例えば、４％程度、常に１０％未満である低い又は極めて低
いジエン起源単位モル含有量、）と呼ぶことができる。本発明において使用することがで
きる「不飽和」ジエンエラストマーのカテゴリにおいて、１０％を超えるジエン起源（共
役ジエン）不飽和又は単位モル含有量を有する全てのジエンエラストマー、特に、「高不
飽和」ジエンエラストマーすなわち５０％よりも多いジエン起源（共役ジエン）不飽和又
は単位モル含有量を有するジエンエラストマーが意図されている。
【００３８】
　「本発明によるエラストマーブロックに使用することができる不飽和ジエンエラストマ
ー」は、詳細には
（ａ）共役ジエンモノマーの任意のホモポリマー、特に、４～１２の炭素原子を有する共
役ジエンモノマーを重合させることで得られる任意のホモポリマー、及び
（ｂ）１又は２以上の共役ジエンを相互に、又は８～２０の炭素原子を有する１又は２以
上のビニル芳香族化合物と共重合させることにより得られる任意のコポリマー、
を意味することが意図される。
【００３９】
　タイプ（ｂ）のコポリマーの場合、これは２０％～９９重量％のジエン単位及び１％～
８０重量％のビニル芳香族単位を含有する。
【００４０】
　以下は、特に共役ジエンとして適切である。すなわち、１，３－ブタジエン、２－メチ
ル－１，３－ブタジエン、例えば、２，３－ジメチル－１，３－ブタジエン、２，３－ジ
エチル－１，３－ブタジエン、２－メチル－３－エチル－１，３－ブタジエン、又は２－
メチル－３－イソプロピル－１，３－ブタジエンのような２，３－ジ（Ｃ１－Ｃ５アルキ
ル）－１，３－ブタジエン、アリール－１，３－ブタジエン、１，３－ペンタジエン又は
２，４－ヘキサジエンである。
【００４１】
　以下は、例えば、ビニル芳香族化合物として適切である。すなわちスチレン、オルト－
、メタ－又はパラ－メチルスチレン、「ビニルトルエン」市販混合物、パラ－（ｔｅｒｔ
－ブチル）スチレン、メトキシスチレン、クロロスチレン、ビニルメシチレン、ジビニル
ベンゼン、又はビニルナフタレンである。
【００４２】
　本発明の好適な実施形態によれば、ＴＰＥのエラストマーブロックは、全体で２５００
０ｇ／ｍｏｌ～３５００００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは３５０００ｇ／ｍｏｌ～２５０００
０ｇ／ｍｏｌの範囲の数平均分子量（Ｍｎ）を有し、ＴＰＥ上で、優れた弾性特性、及び
タイヤ表面に対する要素の付着のための接着層として使用するのに十分かつ適合性のある
機械的強度を与える。
【００４３】
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　エラストマーブロックは、上記で定義したように複数のタイプのエチレン、ジエン、又
はスチレンモノマーを含むブロックとすることもできる。
【００４４】
　エラストマーブロックは、上記で定義したように複数のエラストマーブロックから成る
こともできる。
【００４５】
　エラストマーの微細構造は、1ＨＮＭＲスペクトルの分解能が全ての種の帰属及び定量
化ができない場合に、13ＣＮＭＲ分析によって補足される1ＨＮＭＲ分析によって測定さ
れる。測定は、陽子を観察するために５００．４３ＭＨｚの周波数で、及びカーボンを観
察するために１２５．８３ＭＨｚでＢｒｕｋｅｒ　５００ＭＨｚ　ＮＭＲ分光計を使用し
て行われる。
【００４６】
　不溶性であるが溶媒中で膨潤する能力を有するエラストマー又はこれらの混合物の測定
のために、ＨＲＭＡＳ　ｚ－ｇｒａｄ　４ｍｍプローブが使用され、これにより、プロト
ン及び炭素をプロトン分離モードで観察することが可能になる。スペクトルは、５０００
Ｈｚ～４０００Ｈｚの回転速度にて取得される。
【００４７】
　可溶性エラストマーの測定に関して、液体ＮＭＲプローブが使用され、これにより、陽
子分離モードにおける炭素及び陽子を観察することができる。
【００４８】
　不溶性試料は、一般的な重水素化クロロホルム（ＣＤＣｌ3）において、検体及び膨潤
を可能する重水素化溶媒で満たされたロータで調製される。使用される溶媒は、必ず重水
素化する必要があり、化学的性質は当業者が変えることができる。使用される材料の量は
、十分な感度及び解像度を有するスペクトルを取得するように調整される。
【００４９】
　可溶性試料は、一般的な重水素化クロロホルム（ＣＤＣｌ3）において、重水素化溶媒
（１ｍｌ中に約２５ｍｇのエラストマ）で分解される。使用される溶媒又は溶媒混合物は
、必ず重水素化する必要があり、化学的性質は、当業者が変えることができる。
【００５０】
両方の場合（可溶性試料又は膨張試料）
　陽子ＮＭＲに関して、単純な３０°パルスシーケンスが使用される。スペクトル窓は、
分析される分子に属する全ての共鳴線を観察するように調整される。蓄積数は、各単位の
定量化に十分な信号対雑音比を得るために調整される。各パルス間のリサイクル周期は、
定量的な測定値を取得するように適合される。
【００５１】
　炭素ＮＭＲに関して、単純な３０°パルスシリーズが使用され、「核オーバーハウザー
」効果（ＮＯＥ）を回避して定量的なままとするように取得中のみに陽子が分離する。ス
ペクトル窓は、分析される分子に属する全ての共鳴線を観察するように調整される。蓄積
数は、各単位の定量化に十分である信号対雑音比を得るように調整される。各パルス間の
リサイクル周期は、定量的な測定値を取得するように適合される。
　測定は、２５℃で行われる。
【００５２】
熱可塑性ブロックの性質
　熱可塑性ブロックの定義としては、硬質熱可塑性ブロックのガラス転移温度（Ｔｇ）の
特性が利用されることになる。この特性は、当業者によく知られている。これは、特に工
業用処理（変換）温度を選択するのを可能にする。アモルファスポリマー（又はポリマー
ブロック）の場合、処理温度は、熱可塑性ブロックのＴｇよりも実質的に高いように選ば
れる。半結晶質ポリマー（又はポリマーブロック）の個々の場合においては、ガラス遷移
温度より高い融点を観察することができる。この場合には、代わりとして、問題のポリマ
ー（又はポリマーブロック）の処理温度を選択することを可能にする融点（Ｍ．ｐ．）で
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ある。従って、引き続き、「Ｔｇ（（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）」を参照する場合、
これが処理温度を選択するために用いられる温度であると考える必要がある。
【００５３】
　ＴＰＥの軟化点を検討することも可能である。この軟化点は、処理温度に近い。軟化点
を測定するために、例えば、試料に一定の圧縮応力を付与して、オーブンに入れることが
可能であり、所定の動力学で室温から最大硬化温度（例えば：１８０℃）程度の所定の温
度までの温度勾配を実行することができ、その間、試料の変形が記録される。結果は、温
度に応じて試料の変形曲線の形であり、軟化点は、通常、材料の厚さが１０％低減する温
度と考えられる。
【００５４】
　本発明の前提条件として、ＴＰＥエラストマーは、好ましくは６０℃以上のＴｇ（（又
は適切な場合にはＭ．ｐ．）を有し、重合モノマーから形成された１又は２以上の熱可塑
性ブロックを含む。好ましくは、この熱可塑性ブロックは、６０℃～２５０℃で変動する
範囲内のＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）を有する。好ましくは、この熱可塑性ブロ
ックのＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）は、好ましくは、８０℃～２００℃、さらに
好ましくは１００℃～１８０℃である。
【００５５】
　本発明の実施に関して定義したようなＴＰＥに対する熱可塑性ブロックの割合は、一方
で、上記コポリマーが示さなければならない熱可塑性特性によって決定する。６０°Ｃ以
上のＴｇ（（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）を有する熱可塑性ブロックは、好ましくは、
本発明によるエラストマーの熱可塑性性質を保持するのに十分な割合で存在する。６０°
Ｃ以上のＴｇ（（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）を有する熱可塑性ブロックの最小含有量
は、コポリマーの使用条件に応じて変動し得る。他方では、タイヤの製造中にＴＰＥが変
形する能力は、６０℃以上のＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）を有する熱可塑性ブロ
ックの割合を決定するのに寄与し得る。
【００５６】
　６０℃以上のＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）を有する熱可塑性ブロックは、様々
な性質を有する重合モノマーで形成することができ、特に、これらは以下のブロック又は
その混合物を形成することができる。
－ポリオレフィン（ポリエチレン、ポリプロピレン）、
－ポリウレタン、
－ポリアミド、
－ポリエステル、
－ポリアセタール、
－ポリエーテル（ポリエチレンオキシド、ポリフェニレンエーテル）、
－ポリフェニレンサルファイド、
－ポリフッ素化化合物（ＦＥＰ、ＰＦＡ、ＥＴＦＥ）、
－ポリスチレン（以下で詳細に説明する）、
－ポリカーボネート、
－ポリスルホン、
－ポリメチルメタクリレート、
－ポリエーテルイミド、
－熱可塑性コポリマー（アクリロニトリル／ブタジエン／スチレン（ＡＢＳ）コポリマー
など）。
【００５７】
　また、６０℃以上のＴｇ（（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）を有する熱可塑性ブロック
は、以下の化合物及びそれらの混合物から選ばれたモノマーからも得ることができる。
－アセナフチレン：当業者は、例えば、Ｚ．Ｆｏｄｏｒ及びＪ．Ｐ．Ｋｅｎｎｅｄｙ著、
ポリマー論文集、１９９２年、２９（６）、６９７～７０５による論文に参照することが
できる、
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－例えば、２－メチルインデン、３－メチルインデン、４－メチルインデン、ジメチルイ
ンデン、２－フェニルインデン、３－フェニルインデン、及び、４－フェニルインデンな
どの、インデン及びその誘導体：当業者は、例えば、発明者Ｋｅｎｎｅｄｙ、Ｐｕｓｋａ
ｓ、Ｋａｓｚａｓ及びＨａｇｅｒの米国特許第４９４６８９９号明細書、並びにＪ．Ｅ．
Ｐｕｓｋａｓ、Ｇ．Ｋａｓｚａｓ、Ｊ．Ｐ．Ｋｅｎｎｅｄｙ及びｗ．ｇ．Ｈａｇｅｒ共著
、高分子科学論文集、パートＡ、ポリマー化学的特性（１９９２年）、３０、４１、及び
、Ｊ．Ｐ．Ｋｅｎｎｅｄｙ、Ｎ．Ｍｅｇｕｒｉｙａ及びＢ．Ｋｅｓｚｌｅｒ共著、巨大分
子（１９９１年）、２４（２５）、６５７２～６５７７を参照することができる。
－イソプレン、この場合、一定数のトランス―１，４－ポリイソプレン単位及び分子内プ
ロセスによる環状化単位の形成をもたらす：当業者は、例えば、参考文献Ｇ．Ｋａｓｚａ
ｓ、Ｊ．Ｅ．Ｐｕｓｋａｓ及びＪ．Ｐ．Ｋｅｎｎｅｄｙ共著、応用高分子科学（１９９０
年）、３９（１）、１１９～１４４、及び、Ｊ．Ｅ．Ｐｕｓｋａｓ、Ｇ．Ｋａｓｚａｓ及
びＪ．Ｐ．Ｋｅｎｎｅｄｙ共著、巨大分子科学、化学的特性Ａ２８（１９９１年）、６５
～８０を参照することができる。
【００５８】
　ポリスチレンは、スチレンモノマーから得られる。スチレンモノマーは、本明細書にお
いて、非置換及び置換のスチレンを含む任意のモノマーを意味するものと理解されたい。
置換スチレンのうちでは、例えば、メチルスチレン（例えば、ｏ－メチルスチレン、ｍ‐
－メチルスチレン又はｐ－メチルスチレン、α－メチルスチレン、α，２－ジメチルスチ
レン、α，４－ジメチルスチレン又はジフェニルエチレン）、パラ－（ｔｅｒｔ－ブチル
）スチレン、クロロスチレン（例えば、ｏ－クロロスチレン、ｍ－クロロスチレン、ｐ－
クロロスチレン、２，４－ジクロロスチレン、２，６－ジクロロスチレン又は２，４，６
－トリクロロスチレン）、ブロモスチレン（例えば、ｏ‐ブロモスチレン、ｍ‐ブロモス
チレン、ｐ‐－ブロモスチレン、２，４－ジブロモスチレン、２，６－ジブロモスチレン
又は２，４，６－トリブロモスチレン）、フルオロスチレン（例えば、ｏ－フルオロスチ
レン、ｍ－フルオロスチレン、ｐ－フルオロスチレン、２，４－ジフルオロスチレン、２
，６－ジフルオロスチレン又は２，４，６－トリフルオロスチレン）、又はパラ－ヒドロ
キシスチレンを挙げることができる。
【００５９】
　本発明の好適な実施形態によれば、ＴＰＥエラストマー内のスチレンの重量による含有
量は５％と５０％との間の量である。この最小値よりも少ないと、エラストマーの熱可塑
性が実質的に低下するリスクがあり、一方、推奨された最大値よりも多いと、接着層の弾
性が影響を受ける可能性がある。これらの理由から、スチレン含有量は、より好ましくは
１０％と４０％との間の量である。
【００６０】
　本発明の代替形態によれば、上記で定義したような重合モノマーは、少なくとも１つの
他のモノマーと共重合させて、上記で定義したようなＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．
）を有する熱可塑性ブロックを形成することができる。
【００６１】
　例示的に、重合モノマーと共重合させることができる他のモノマーは、エラストマーブ
ロックに関連する箇所において定義したような、ジエンモノマー、詳細には、４～１４の
炭素原子を有する共役ジエンモノマー及び８～２０の炭素原子を有するビニル芳香族タイ
プのモノマーから選択することができる、
【００６２】
　本発明によれば、ＴＰＥの熱可塑性ブロックは、ＴＰＥ上で、優れた弾性特性、及びタ
イヤ表面に対する要素の付着のための接着層として使用するのに十分かつ適合性のある機
械的強度を与えように、全体で５０００ｇ／ｍｏｌ～１５００００ｇ／ｍｏｌの範囲の数
平均分子量（Ｍｎ）を有する。
【００６３】
　熱可塑性ブロックは、上記で定義したように複数のエラストマーブロックから成ること
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もできる。
【００６４】
ＴＰＥの例
　本発明によるタイヤの接着層のＴＰＥは、エラストマー部分が不飽和であり、ジエンブ
ロックと、好都合にはスチレンブロックを含むコポリマーであり、これらのジエンブロッ
クは、特にイソプレン又はブタジエンブロックである。より好ましくは、このＴＰＥエラ
ストマーは、線形又は星型分岐であるジブロック又はトリブロックコポリマーから成る以
下の群、すなわち、スチレン／ブタジエン（ＳＢ）、スチレン／イソプレン（ＳＩ）、ス
チレン／ブタジエン／イソプレン（ＳＢＩ）、スチレン／ブタジエン／スチレン（ＳＢＳ
）、スチレン／イソプレン／スチレン（ＳＩＳ）、スチレン／ブタジエン／イソプレン／
スチレン（ＳＢＩ）、及びこれらのコポリマーの混合物から選択される。
【００６５】
　例えば、同様に、ＴＰＥは、線形又は星型分岐コポリマーであり、そのエラストマー部
分は、例えば、スチレン／ブタジエン／ブチレン（ＳＢＢ）（スチレン／ブタジエン／ブ
チレン／スチレン（ＳＢＢＳ）、又はこれらのコポリマーの混合物）など、飽和部分及び
不飽和部分を備える。
【００６６】
　市販のＴＰＥエラストマーの実施例として、名称Ｈｙｂｒａｒ５１２５でＫｕｒａｒａ
ｙから販売されるか又は名称Ｄ１１６１でＫｒａｔｏｎから販売されるＳＩＳタイプのエ
ラストマー、あるいは、名称Ｅｕｒｏｐｒｅｎｅ　Ｓｏｌｔ　１６６でＰｏｌｉｍｅｒｉ
　Ｅｕｒｏｐａから販売される線形ＳＢタイプ、又は名称Ｄ１１８４でＫｒａｔｏｎから
販売される星型分岐ＳＢＳ形式のエラストマーを挙げることができる。名称Ｖｅｃｔｏｒ
（例えば、Ｖｅｃｔｏｒ４１１４又はＶｅｃｔｏｒ８５０８）でＤｅｘｃｏ　Ｐｏｌｙｍ
ｅｒｓから販売されるエラストマーを挙げることもできる。
【００６７】
保護フィルム
　保護フィルムは、可撓性の耐熱フィルムである必要があり、さらに分離可能であるため
に接着層に対する接着力が制限されている必要もある。接着層からのフィルムの剥離力は
、好ましくは２０°Ｃで１Ｎ／ｍｍ未満である。
【００６８】
　このフィルムにより、接着層の表面をタイヤの組み立て及びモールド内で加硫作業中に
保護することができる。
【００６９】
　保護フィルムは、特に熱可塑性フィルムとすることができる。この熱可塑性フィルムは
、好都合には、少なくとも１つのフルオロポリマーを含むポリエステル、ポリアミド、及
びフィルムから成る群から選択される。当業者は、可撓性と機械的強度との間で最も良好
な妥協を得るために厚さをどのように選択すべきかを理解しているはずである。この厚さ
は、好都合には１０μｍと３００μｍとの間である。
【００７０】
　保護フィルムの性質は、制限された接着力を適切に得るために接着層のＴＰＥと相性が
悪いものとすることができる。
【００７１】
　好ましい使用において、このフィルムは、接着層の表面の何らかの汚損を防ぐために、
要素をタイヤの表面に置く直前に除去される。従って、フィルムは、接着層をタイヤの輸
送及び保管の全ての局面の間に保護するという利点を有する。
【００７２】
　好ましくは、保護フィルムのＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）は、タイヤの表面の
収容領域のゴム混合物の硬化温度よりも高い。２００℃の温度により、フィルムは、乗用
車用タイヤの加硫の通常の温度に耐えることができる。
【００７３】
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　ポリエステルフィルムの一例として、０．０３ｍｍと０．２ｍｍの間の厚さを有する、
商標名Ｍｙｌａｒで販売されるフィルムを利用することができる。このようなポリエステ
ルフィルムは、２３０℃を超える融点を有する。
【００７４】
　フッ素化エチレン／プロピレンコポリマー（ＦＥＰ）は、フルオロポリマーとして選択
することができる。好都合には、フィルムは、テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）及びヘ
キサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）のコポリマーを含む。
　これらのポリマーは、注目すべき非付着性を有する。
【００７５】
　適切なフィルムの例は、Ａｅｒｏｖａｃ　Ｓｙｓｔｅｍｅｓ　Ｆｒａｎｃｅ製Ａ５００
０フィルムである。このフィルムは、フッ素化エチレン／プロピレンコポリマーつまりＦ
ＥＰを含む。このフィルムは、２０４℃程度の最大使用温度、及び３００％を超える破断
伸びを有する。厚さは、２５μｍである。これらの特徴により、このフィルムは、タイヤ
のゴム内面上に設けられた収容領域について特に言及すると、空気式タイヤの成形ドラム
の真上に置くことができる。
【００７６】
　以下の表は、本発明に適したフィルムの例を示す。
【表１】

【００７７】
　保護フィルムは、接着層が、空気式タイヤの成形ドラムひいては加硫モールドの硬化膜
と接触しないように両者を切り離すことができる。接着層に対する保護フィルムの不適合
性により、保護フィルムは加硫後に空気式タイヤ内面から除去することができる。保護フ
ィルムの除去により、接着層の表面に対する全ての特性が回復される。保護フィルムは、
引き裂くことなく除去することができる。
【００７８】
タイヤ接着層の組成物
　本発明によるタイヤの接着層は、ブロック熱可塑性エラストマ（ＴＰＥ）を備えるとい
う本質的な特徴を有する。
【００７９】
　用語「１つ」又は「１つの」は、「少なくとも１つの」換言すると１又は２以上のブロ
ック熱可塑性エラストマーとして理解する必要がある。例示的に、ＴＰＥの混合物を使用
することが好都合であり、ＴＰＥの１つは、良好な耐熱性に適した数平均分子量Ｍｎを有
し、低重量ＭｎのＴＰＥは、タイヤの接着層と要素の付着層との間の良好な接着接合を促
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進する。
　１又は２以上のＴＰＥエラストマーは、単独でタイヤの接着層組成を形成することがで
きる。
【００８０】
　少量で、接着層の組成物は、ＳＢＲ、ポリブタジエン、もしくは天然又は合成ポリイソ
プレンなどの通常のジエンエラストマーを含むことができる。より好ましくは、この組成
物のジエンエラストマーの含有量は、この組成物のエラストマー重量１００部当たり２０
部未満である（ｐｈｒ）。もちろん、この組成物のＴＰＥは、この組成物のエラストマー
において考慮される。
【００８１】
　さらに、本発明の好ましい実施形態において、接着層の組成物は、可塑剤として、伸展
油（つまり可塑化油）を含むこともでき、伸展油の機能は、特に係数を低減して粘着力を
増大させることにより接着層及び要素の付着層の接合を容易にすることである。
【００８２】
　エラストマー、特に熱可塑性エラストマーを伸展つまり可塑化することができる弱い極
性質を有する任意の伸展油を利用することができる。室温（２３℃）で、おおよそ粘性で
あるこれらの油は、本質的に固体である樹脂又はゴムとは特に対照的に、液体である（す
なわち、リマインダー、つまり最終的に容器の形状を呈する能力を有する物質として）。
【００８３】
　好ましくは、伸展油は、ポリオレフィン油（すなわち、モノオレフィン又はジエンオレ
フィンの重合から生じる油）、パラフィン系オイル、（低又は高粘度の）ナフテン系オイ
ル、アロマ系オイル、鉱物油、及びこれらの油の混合物から成る群から選択される。当業
者は、伸展油の性質及び量を接着層の特定の使用条件に応じてどのように調整するかを理
解しているはずである。
【００８４】
　好ましくは、液体イソプレンゴム（ＬＩＲ）タイプの油が使用される。例示的に、それ
ぞれ３００００及び５００００ｇ／ｍｏｌの数平均分子量を有するＬＩＲ３０及びＬＩＲ
５０が、Ｋｕｒａｒａｙから販売されている。
【００８５】
　さらに、接着層の組成物は、当業者に知られているブロック熱可塑性エラストマーに基
づいて、通常、組成物内に存在する様々な添加剤を含むことができる。例えば、カーボン
ブラック又はシリカなど補強フィラー、非補強又は不活性又は他の繊維フィラー、組成の
着色に好都合に使用できる着色剤、前期の伸展油以外の可塑剤、粘着付与樹脂、酸化防止
剤又はオゾン劣化防止剤など保護剤、紫外線安定剤、様々な加工助剤又は他の安定剤、あ
るいは、空気式物体の構造体の残余部に対する接着を促進する促進剤を挙げることができ
る。
【００８６】
　粘着付与樹脂の使用は、軟化点、並びに接着層又は付着層の接着力の必要レベルの調整
に特に有用な場合がある。
【００８７】
タイヤの付着層の組成物
　要素の付着層の組成物は、接着力、換言すると２つの接着剤及び付着層を剥離試験にお
いて分離するのに必要な力が６０℃で２Ｎ／ｍｍよりも大きいように選択された、１又は
２以上のブロック熱可塑性エラストマーを含む。
【００８８】
　好ましい実施形態によれば、付着層及び接着層のＴＰＥの熱可塑性ブロックは、タイヤ
の接着層の組成物のブロック熱可塑性エラストマーの熱可塑性ブロックと適合する（すな
わち、その重量、その極性、又はそのＴｇ値に起因して類似している）。
【００８９】
　要素の付着層のＴＰＥは、タイヤの接着層のＴＰＥ（１又は複数の）の不飽和エラスト
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マーブロックを含むことができる。しかしながら、ＴＰＥは、上記のように不飽和エラス
トマーブロックも含む場合がある。
【００９０】
　好ましい実施形態によれば、要素の付着層の組成物のブロック熱可塑性エラストマーの
熱可塑性ブロックは、タイヤの接着層の組成物のＴＰＥの熱可塑性ブロックと全く同じで
ある。
【００９１】
　より好ましい実施形態によれば、付着層及び接着層の主要ＴＰＥは、全く同じである。
【００９２】
　要素の付着層の組成物は、上記のように、飽和又は不飽和ジエンエラストマー、少量の
、油又は様々な添加剤を含むこともできる。
【００９３】
　図１は、本発明の１つの実施形態による、所定の収容領域１３において保護フィルムを
備えた接着層を組み込んだ空気式タイヤ又はタイヤを通る半径方向断面を概略的に示す。
【００９４】
　このタイヤ１は、クラウン補強部つまりベルト６によって補強されるクラウン２、２つ
のサイドウォール部３、及び２つのビード部４を備え、これらのビード部４の各々は、ビ
ードワイヤ５で補強される。クラウン補強部６は、半径方向外側にゴムトレッド９が載置
される。カーカス補強部７は、各ビード部４において２つのビードワイヤ５に巻回され、
この補強部７の折り返し部８は、例えば、タイヤ１の外側に向かって配置される。カーカ
ス補強部７は、本質的に既知の方法で、例えば、織物又は金属の「半径方向」コードによ
り補強される少なくとも１つのプライで構成され、換言すると、これらのコードは、実質
的に互いに平行に配置され、中央円周方向平面と８０°と９０°との間の角度を形成する
ように一方のビード部から他方に延在する（２つのビード部４から中間距離に位置してク
ラウン補強部６の中央を通る、タイヤの回転軸に垂直な平面）。気密層１０は、カーカス
補強部７に対して半径方向内方に一方のビード部から他方に延在する。
【００９５】
　タイヤ１の内壁は、所定の収容領域１３に接着層１１を備える。接着層１１は、保護フ
ィルム１２によって半径方向内側が被覆される。接着層の厚さは、好ましくは０．１ｍｍ
と４ｍｍとの間、より好ましくは０．２ｍｍと２ｍｍとの間である。当業者は、この厚さ
を要素の性質、外形形状、及び重量、並びに要素の付着層の厚さに応じてどのように適応
すべきかを理解しているはずである。
【００９６】
　収容領域、従って接着層１１の表面は、要素の強固な付着を得るのに十分である必要が
あり、当業者は、接着層の寸法を付着される要素のサイズ及び重量に応じてどのように調
整すべきかを理解しているはずである。
【００９７】
　接着層１１は、大部分はＫｒａｔｏｎからのＤ１１６１グレードのスチレン／イソプレ
ン／スチレンＳＩトリブロックコポリマーから成る。
【００９８】
　この分離可能な保護フィルム１２は、例示的に、フルオロポリマーを含む熱可塑材フィ
ルムである。熱可塑材フィルムは、低剛性で伸長可能であり、可塑性を有する。このフィ
ルムは、空気式タイヤの加硫温度よりも大きいＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）を有
する必要がある。適切なフィルムの例は、Ａｅｒｏｖａｃ　Ｓｙｓｔｅｍｅｓ　Ｆｒａｎ
ｃｅ製Ａ５０００フィルムである。このフィルムは、フッ素化エチレン／プロピレンコポ
リマー、つまりＦＥＰを含む。このフィルムは、２０４℃程度の最大使用温度、及び３０
０％を超える破断伸びを有する。厚さは２５μｍである。これらの特徴により、本発明の
例示的な実施形態において、フィルムをタイヤ上に直接又は成形ドラム上に置くことがで
きる。
【００９９】
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　図２に示すように、保護フィルム１２は、接着層の収容領域を越えて延在する。外延は
、接着層がタイヤの加硫中に汚染されないように２ｍｍよりも大きいことが必要である。
【０１００】
　分離可能な保護フィルム１２は、接着層が、空気式タイヤの成形ドラムひいては加硫モ
ールドの硬化膜と接触しないように両者を切り離すことができる。この保護フィルムの特
定の性質により、保護フィルムは加硫後にタイヤ内面から除去することができる。保護フ
ィルムの除去により、接着層の表面に対する全ての特性が回復される。保護フィルム１２
は、引き裂くことなく除去することができる。
【０１０１】
　図１の空気式タイヤは、図２に示すように、成形ドラム及び空気式タイヤの製造におい
て慣用的な他の技術を使用して接着層を未加硫タイヤブランク１に一体化することによっ
て製造することができる。詳細には、最初に、半径方向の最も内側に配置される分離可能
な保護フィルム１２が、成形ドラム１５に施工される。次に、接着層１１が施工される。
次に、空気式タイヤの全ての他の慣用的な構成要素が連続して施工される。
【０１０２】
　成形後、クラウンプライ及びトレッドは、タイヤブランクに施工される。このようにし
て完了したブランクは、硬化モールド内に置かれて加硫される。加硫中、保護フィルムは
、モールドの硬化フィルムを接着層との接触から保護する。
【０１０３】
　硬化モールドから取り外すと、保護フィルム１２は依然として接着層１１に付着してい
る。
【０１０４】
　保護フィルム１２は、タイヤの加硫モールドから取り外すと容易に除去することができ
る。また、この保護フィルムは、要素が取り付けられるまで所定の位置に残しておくこと
が可能でありかつ好ましい。
【０１０５】
　また、保護フィルム及び接着層は、タイヤブランク成形後及び加硫モールドへの導入前
にタイヤ表面上の選ばれた収容領域に施工することができる。
【０１０６】
　図３は、ケーシング２２及び付着層２４を含む要素２０を概略的に示す。付着層２４の
材料は、ブロック熱可塑性エラストマーに基づいており、付着層２４の硬質熱可塑ブロッ
クは、タイヤの接着層のＴＰＥの硬質ブロックと同じ性質である。付着層は、好ましくは
、接着層と同じＴＰＥに基づいている。接着層及び付着層は、スチレン及びイソプレン（
ＳＩＳ）に基づく大部分はトリブロックＴＰＥから成る。付着層の厚さは、好ましくは０
．５ｍｍと４ｍｍとの間、より好ましくは０．２ｍｍと３ｍｍとの間である。当業者は、
付着層の厚さを、接着層の厚さ及び要素のサイズ及び重量に応じてどのように適応させる
べきかを理解しているはずである。
【０１０７】
　図４は、図１のタイヤの組立体及び内側ゴム上の内面に付着された要素２０を示す。
　要素２０は、タイヤ表面に対して容易かつ迅速に固定され、
－タイヤ１の接着層１１の保護フィルム１２の全部又は一部が除去され、
－タイヤの接着層１１及び要素の付着層２４は、これらのブロック熱可塑性エラストマー
のＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）よりも高い温度に加熱され、この加熱は、任意の
手段（熱風吹き付け、赤外線など）により行うことができ、その後、２つの接着層及び付
着層の表面領域は処理温度を超えて軟化され、
－付着層及び接着層は、接触圧を付与することで接触状態になり、この接触により、２つ
の層は、温度に関連した高い分子移動度に起因して互いに貫通し合う（interpenetrate）
ことができ、
－接触は、２つの接着層及び付着層がＴＰＥのＴｇ（又は適切な場合にはＭ．ｐ．）値以
下まで冷却されるまで維持される。
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【０１０８】
　接触圧は、好ましくは０．０５バールよりも大きい。当業者は、使用される付着層及び
接着層に応じて接触圧を調整することを理解しているはずである。
【０１０９】
　冷却が行われると、要素は、強固にタイヤ表面に付着する。
【０１１０】
　図示の実施例において、要素は、タイヤの内面に付着されるが、要素は、タイヤの外面
上に、例えば、タイヤサイドウォール部上に置くことも可能である。
【０１１１】
試験
マニュアル剥離試験
　接着試験（剥離試験）を行って、硬化後に、ジエンエラストマー層、より正確には、ブ
チルゴム（イソブチレン及びイソプレンのコポリマー）に基づいて通常の添加剤（充填剤
、硫黄、促進剤、ＺｎＯ、ステアリン酸、酸化防止剤）を含む、内側タイヤゴム（タイヤ
ライナ）用の通常のゴム組成物に接着する接着層の潜在的能力を試験した。もちろん、こ
の試験は、要素をタイヤサイドウォール部に置く必要がある場合に適合することができ、
この場合、試験片を作り出すために、ゴムサイドウォール部の混合物の層が、通常の内側
ゴムの層の代わりに使用されることになる。
【０１１２】
　剥離試験片（１８０°タイプの剥離用）を、一方では乗用車カーカスプライタイプのフ
ァブリック及び接着ＳＩＳ層（１．５ｍｍ）を積み重ねることで、他方では全く同じファ
ブリック及び通常の内側ゴム（１．２ｍｍ）又は接着ＳＩＳ層を積み重ねることによって
準備した。各部分は、プラテンを備えたプレスにおいて１８０℃で１５分間、別個に製造
した。
【０１１３】
　その後、ＳＩＳ面及び内側ゴム面を１８０℃で１分間、０．１バールの圧力下で接触さ
せることによってこれらの２つの部分を組み付けた。接着層の端部において、カレンダ加
工された２つのファブリックの間に初期亀裂を挿入する。
【０１１４】
　切断機を使用して幅３０ｍｍのストリップを切り出した。その後、初期亀裂部の両側を
商標名Ｉｎｓｔｒｏｎ（登録商標）の引張試験装置のジョー部に配置した。室温及び１０
０ｍｍ／ｍｉｎの引張速度で試験を行った。引張応力を記録して、これを試験片の幅によ
り標準化する。引張試験機の可動クロスヘッド変位の関数として（０ｍｍと２００ｍｍと
の間）、幅（Ｎ／ｍｍ）の単位当たりの強度曲線を取得した。選択された接着値は、試験
片の破損開始、従ってこの曲線の最大値に対応する。
【０１１５】
　例：Ｃ－１は、通常の内側ゴム組成物であり、Ｃ－２は、本発明による接着層であり、
Ｃ－３は、本発明による付着層である。
【表２】

（１）臭素化ポリイソブチレン、Ｅｘｘｏｎ　ケミカル社から販売されているブロモブチ
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ル２２２２、
（２）Ｎ－ジシクロヘキシル－２ベンゾチアゾールスルフェンアミド（Ｆｌｅｘｓｙｓ製
Ｓａｎｔｏｃｕｒｅ　ＣＢＳ）。
【０１１６】
試験結果
　Ｃ－３上のＣ－２の接着力値は、Ｃ－１上のＣ－２の接着力値に対して１３を乗算する
ことで得られる。
【表３】

【０１１７】
　従って、本発明によれば、接触面の調製に関連した欠点なしにタイヤ表面への要素の迅
速かつ可逆的な付着が可能である。
【０１１８】
　この付着は可逆的である、すなわち２つの接着層及び付着層は、硬質ブロックのＴｇ（
又は適切な場合にはＭ．ｐ．）値を超える加熱、その後の工具の通過によって分解するこ
とができる。次に、このように覆われていない接着層を再び用いて、同じ要素又は別の要
素を接着結合することができる。
【０１１９】
　開発された接着結合による解決策は、環境にやさしく、不可逆的化学架橋を使用しない
。
【０１２０】
　最後に、加硫後の付着に起因して、この付着方法は、要素の幾何学的形状及び機能に関
して高い自由度を提供する。
【符号の説明】
【０１２１】
１　タイヤ
２　クラウン
３　サイドウォール部
４　ビード部
５　ビードワイヤ
６　クラウン補強部
７　カーカス補強部
８　折り返し部
９　ゴムトレッド
１０　気密層
１１　接着層
１２　保護フィルム
１３　収容領域
２０　要素
２２　ケーシング
２４　付着層Ｓ
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